
ゆく の

行 野

１ 集落の歴史

! 地名の由来

東隣の大島村との分水嶺となる大倉山に連

なる山地から、行野川が西へ流れ出ている。

西隣の和田や大原からこの川をさかのぼると

行き止まりに集落がある。また、この川沿い

を除く三方は緩斜面で、野原のように広がっ

て田畑になっている。このように行き止まり

にあり（自然地名）、野原を田畑にしている

（利用地名）ことから、「行野」となった。

" 集落の形成

佐藤扶桑師の「恵心尼研究叢書」に「江野

源太郎・延喜１３（９１２）年葵酉年正月元旦生、

江野庄行野村に生す」とある。また、字上壇

・下村の墓地に室町期（１３３６～１５７３）の五輪
ほうきょういんとう

塔・宝篋印塔が祀られている。これらのこと

から、平安時代に既に人が住んでいたと推察

できる。しかし、史料として見られるのは、文

写真３－７３「慶長２年越後国郡絵図」ゆくの村
（米沢市 上杉博物館蔵）
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禄年間（１５９２～９６）の頸城郡絵図である。絵

図には「直峯分吉田与吉郎分諸越彦七郎分ゆ

くの村 中、本納（年貢）７石８斗６升５合

・縄ノ高（取高）２８石９斗３升８合、家６軒

・１８人」とある。当時としては大きな村で、

直峰領として吉田、諸越、２人の支配下であ

った。その後の新田開発により、天和３

（１６８３）年の検地では高３４石９斗余と増加し

ている。戸数や人数の記載はないが、確実に

増えたと想像できる。

行野村は江戸期～明治２２（１８８９）年の村名
くび き ごおり

で頸城郡のうち、初め高田藩領、天和元年

からは幕府領であった。明治１２年から東頸城

郡に所属し、同２２年、行野村（明治２２年４月

の新しい村（『新潟県町村合併誌』上巻）に

よると「本村は山間にあり自然の区域をなし

四隣交通不便にして他に合併する途なく且資

力はやや独立自治の目的を達し得るものと認

むればなり」とある）となり、同３４年、小黒

村行野となる。昭和３０（１９５５）年から安塚町

の大字となった。

! 戸数と人口の推移

史料による人口の推移は表３－１３のとおり

である。

昭和３０年の町村合併時に９０戸・５３２人だっ

たが、生活形態や経済機能の変化で過疎化が

進んだ。行野小学校の児童数は、昭和３２年の

９３人が昭和４５年には３１人となり、和田小学校

と統合となったことでもうかがい知ることが

できる。

" 地理的環境

東隣の大島村仁上境に標高４９７．４ｍの大倉

山、南隣の樽田境の字霧山は３４８ｍ、北隣の

細野境の字外山は３７５ｍである。西隣の和田

と大原の境へ行野川が流れ出ている。この三

方の尾根から行野川に向いて、なだらかな傾

斜地を形成している。この緩斜面に田畑や住

居が、標高２４０～３００ｍの間に広がっている。

写真３－７４の絵図は、元禄時代のものかと

思われる。行野川が２本の支流を集めて南西

に流れ、和田村と大原村の境に出ている。当

時、３カ所に堰が見られるのは、水田化のた

めの水利工事の結果である。堰を造り、水田

にしたのである。また、田より畑が多いのは、

天水田としての地下水の掘削や溜池の造成が

困難だったことによると思われる。

# 道路と交通

写真３－７４「行野村絵図」を見ると、当時

は和田街道が吉沢を経て、村の中ほどで仁上

年号 西暦 戸数 人口 石高等

慶長２ １５９７ ６ １８ 縄高２８

宝暦３ １７５３ ５５ ４９７

天保１１ １８４０ ８７ ５５０

明治２ １８６９ ５９２

明治５ １８７２ ８９

明治２２ １８８９ １０２ ６０８

明治３４ １９０１ ９２ ５５６

昭和１２ １９３７ ９３ ６００

昭和３０ １９５５ ９０ ５３２

平成１２ ２０００ ３３ ７７

平成１５ ２００３ ３０ ６４

表３－１３ 戸数と人口等の推移

写真３－７４ 行野村絵図 （坊金 竹内正俊家文書）
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街道と樽田街道の２本に分かれている。

新道路法（昭和２７年６月１０日第１８０号公布）

で、現在の県道「高田保倉柏崎線」になった。

県道の幅員拡張及び舗装工事は、年々計画的

に行われてきた。この県道は、大字和田字柳

沢から行野川に沿って東に上り、字平畑で吉

沢からの道と合流し、字北山の行野峠より大

島村棚岡に通じている。町道は字大下から字

大倉へ急坂を上り、字吉沢峰を経て字平畑、

字上壇に通じている。現在、旧和田街道沿い

に道路改良工事が施工されている。一方、水

田の構造改革に伴う農道が発達し、旧樽田街

道、平畑から細野に通じる柿木線は農耕車両

の通行が可能である。しかし、字大峰から大

島に通じる旧仁上街道と字上壇から大島村石

橋へ下る道は、徒歩以外での通行は困難であ

る。

冬季の通行が難渋していたが、道路の改良

と除雪体制の充実により通勤、通学等に支障

はなくなった。また、東頸バスが行野公民館

・本郷間を１日４本往復している。

２ 宗教と信仰

! 神 社 信 仰

村社は諏訪社で、行野上壇にある。明治政

府の神社統合政策により、十二社・若宮社・
たけ み な

松尾社・江野社を合祀した。祭神は、建御名
かたのみこと ほん だ わけの

方 命、天神七代・地神五代の神、誉田 別
みこと おおやまくいのみこと いち き しまひめのみこと

尊、大山咋 命、市杵島姫 命である。春祭
はら

りは、４月２７日に近藤宮司によりお祓い祭礼

を行う。秋祭りは１１月１３日で、高野宮司によ

り司祭が行われる。

" 地 蔵 信 仰

行野村絵図に、和田街道沿い吉沢に地蔵堂

が描かれている。ここには、地蔵菩!を祀り、

以前集落内で起こった地すべりを止めてもら

うために地すべり地の頂上に建てられたもの

である。しかし、近年になって地すべりも止

まり、お参りするにも不便になったため、現
ほこら

在地に簡単な祠を建てて納めた。以後毎年、

高野宮司に依頼して祭りをしていたが、今で

は行われていない。このほか、行野地内に２

体の地蔵菩!が祀られている。このことは、

行野も御多分にもれず地すべりに苦しんだこ

とを物語るものである。

写真３－７７の石祠は、地蔵菩!を守るため

に後日建てたものである。

写真３－７６ 行野上壇の「諏訪社」

写真３－７５ 大倉山から見た「行野集落」

図３－１０ 行野地内道路地図 （安塚町役場資料）

131民 俗 編



! 不動明王信仰

前記の地蔵菩!を中心に、不動明王４体が

左側に並立して建っている。写真３－７８の左

から順にそれぞれの特徴を紹介する。
けんさく

・不動明王 船形火焔光背で宝剣と羂索を持

つ像容で、女性的な像相である。

・不動明王 不動明王の特徴としての念怒の

形相も像容も力強さがなく、あどけない。

・成澤不動明王 像ではなく文字で表してい

る。

・不動明王 多くの不動明王の持ち物とは逆

である。

不動明王は、密教で大日如来の化身とされ

る仏教の守護神。怒りの相で右手に剣、左手

に羂索を持ち、火炎を背負う形で表され、八

大金剛童子を従える。

" 浄土真宗信仰と行野十七日講

天保１１（１８４０）年の宗門人別改帳控（明治

大学刑事博物館蔵）では、小黒の専敬寺の旦

那は家数８７、人数５５０とある。行野村の専敬

寺檀家は、近世初頭（１５９２～１６１４年）の第１２

代本願寺教如書状（専敬寺文書）に「行野村

十七日講中」とあり、専敬寺の取り次ぎで大

原村、小黒村、樽田村など１０講中とともに銀

子１００目を懇志として教如に納めている。上

杉謙信が一向宗の布教を許してから、越後の

国には信者が急増し、行野にも十七日講があ

って毎月１７日に念仏の教えを聴聞し、その後

教えについて座談したという。現在でも行野

の横尾姓と石田姓の大方は専敬寺檀家であ

る。行野に寺院があったという記録はない

が、口伝によれば、明治政府による廃藩置県

（明治４・１８７１年）施行までは小黒教願寺の

寮があり、八木覚應が布教していたという。

行野の火葬場は、下村と袖沢田の２カ所に

あったが、現在は墓地になっている。

# その他の信仰

１月中旬の日曜日に塞の神をする。ワラが

少ないので個々にカヤを刈っておくことにし

ている。塞の神では、どこの集落とも同じで

五穀豊穣と無病息災を祈念する。

写真３－７７ 県道沿いの高台の「地蔵
菩!」 （横尾耕仁管理）

写真３－７８ ４体の不動明王
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